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「街並み生い立ち　街歩き」
執筆テーマ

第1回第1回

〈横浜編〉

〈佐世保編〉

１．街並みの生い立ちを
歩く

（１）街歩きを楽しむ

　街歩きの楽しみ方は、人それぞれ

に沢山あると思います。街を見る視

点や興味の対象によって、同じ街で

も目に留まるものや印象に残るもの

が違ってきます。

　街並みや建物などに興味を持つ人

には、現在の目に見える姿の美しさ

を感じるとともに、建物などの文化

的・技術的側面などを掘り下げたり、

どのようにして現在の姿がつくられ

てきたかという歴史的背景に思いを

馳せたり、さらに人々の生活や活動

の場としての魅力を感じたり、街歩

きによって様々な楽しみ方があると

思います。

　このシリーズでは横浜と佐世保と

いう二つの都市を取り上げ、ヒュー

マンスケールの街を歩くという視点

から、その発祥の地である「港町」を

歩きます。

　同じ「港町」といってもこの二つの

街は、歴史やスケールなどをはじめ

その状況は大きく違っています。

　そのため単純に比較をすること自

体にあまり意味はないと思います。

しかし都市としての視点からは、社

会的、経済的、物理的な状況などが

異なっていても、市民生活の視点か

らは、街の中を歩き、活動し、様々

な生活を楽しむ市民の姿や街への思

写真 1　2009（平成 21）年、横浜開港の

地にオープンした「象の鼻パーク」の「開港の

丘」で、港を見ながら憩う市民。

写真 2　2013（平成 25）年、佐世保開港以

降、初めて港に面する街が誕生し、港に面

したコーヒーショップで憩う市民。

いは、どの街でも共通しているもの

があると思います。（写真１、写真２）

　筆者は一定の期間、この二つの都

市の街づくりに携わってきました。

　横浜市には１９７６（昭和５１）年から

１９９９（平成１１）年までの２３年間、佐

世保市には１９９９（平成１１）年から

２００６（平成１８）年までの７年間在職

し、都市デザインの立場から活動し

ました。

　退職後早くも相当の年月が経過し

ましたが、今回改めて現在の街並み

や建物を訪ね、時とともに変化して

いく街の姿を追ってみました。

　それぞれの街づくりの歴史や街並

みの生い立ちなどにも触れながら、

市民生活の視点での街づくりがどの

ように歩んでいるかを見て行きたい

と思います。

　そうして、街や建物などに対する

認識を少しでも深めながら、街歩

きを楽しむことが出来ればと思いま

す。

（２）二つの開港都市

　横浜と佐世保は共に、明治期に国

の政策として実施された「開港」に

よって生まれた街です。

　両都市とも、大都市の多くが大き

な川の周辺に形成されてきたのとは

異なり、環境条件や地形のスケール

は全く違いますが、いずれも大きな

川がなく水深の深い海という「港」に

適した条件によって開港場として選
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ばれ、その周辺に政策的につくられ

た街です。

　干拓地や埋立地などに、格子状の

街路網が敷かれ計画的な街づくりが

行われて市街地が形成されました。

　しかし、二つの港の性格は片や「商

港」片や「軍港」であり、港と街の関

係は違っていました。

　市民生活の場としての「街」は、横

浜は海を埋め立てた地に港と一体と

なったかたちで形成され、港に開か

れたかたちで市民生活の場が広がっ

ていました。（図１）

　一方、佐世保は港の周辺の埋め立

て地を中心に軍の施設が配置され、

街は港と離れた谷戸の干拓した土

地に形成され、市民生活の場である

「街」と港の直接的関係は弱かったと

思われます。（図２）

　「商港」「軍港」という性格の全く異

なる港によって生まれ成長した二つ

の街は、同じ「港町」といっても港と

の関係は大きく違っていました。

（３）都市としての歩み

　横浜は１８５４（安政元）年の日米和

親条約の締結、１８５８（安政５）年の

日米修好通商条約によって、江戸に

近く、人の往来が多い東海道から外

れた地という立地から開港場に選ば

れました。横浜市の都市としての歴

史は、今から１５６年前の１８５９年（安

政６年）に運上所が設置され開港し

た時に始まります。

図 1　1865（慶応元）年の横浜絵図面。港と掘割に囲まれた「関内地区」。開港直後の「関内

地区」の様子が分かり、画面上に「港崎遊郭（現在の「横浜公園」とその周辺）があり、「日本大

通り」はまだない。町割りの左手が外国人街、右手が日本人町。（出典：「港町／都市形成史」）

図 2　1892（明治 25）年の佐世保市街図。

図面下方が港で、左手下の白地部分が「佐

世保鎮守府」。左手上に佐世保川を挟んで人

口約一万人の市街地があり、中央右下の水

田地帯から上に伸びる道は、現在「四ヶ町」

「三ヶ町」のアーケードがある通りである。

（出典：「地図で見る佐世保」）

　一方佐世保は、深いリアス式の外

海から奥深く入った入江という立

地によって、西の守りの軍港として

選ばれ、都市としての歴史は、横浜

開港の３０年後、今から１２６年前の

１８８９（明治２２）年に佐世保鎮守府が

置かれた時に始まります。

　それまで横浜は１００戸程度、佐世

保は１０００戸程度の村であった地に、

突然に街が誕生することになりまし

た。そして人口の急増による都市

化が急速に進み、横浜は開港の３０

年後の１８８９（明治２２）年に「市」とな

り、佐世保は開港１３年後の１９０２（明

治３５）年に「村」からいきなり「市」に

なっています。

　このように両都市とも、都市の歴

史としては比較的短く、ほぼ同じ時

代に、時の政府の政策によって開港

場に選ばれ、一寒村が急激に発展し

て大都市となったという経緯におい

ては似ています。

　横浜はその後、近代貿易都市とし

て発展をしますが、１９２３（大正１２）

年の関東大震災と、第二次世界大戦

の戦災の二度にわたって壊滅的な被

害を受けました。そして戦後は、中

心部である港町の大部分は接収さ

れ、街づくりに大きな影響を受けて

復興は遅れました。

　佐世保も戦災によって大きな被害

を受け、戦後も港に面した軍の施設

用地は、米軍基地、海上自衛隊の基

地、それに民間の造船所となり、港

湾区域の約８割が航行制限区域と

なって今日に至っており、港との関

係において街づくりには大きな制約

を受けています。

　そして現在、横浜市は東京に次ぐ

人口約３７０万人が居住する首都圏の

大都市であり、佐世保市は九州の西

の果て、美しい西海国立公園の自然

に抱かれて佇む人口約２６万人の地
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方都市です。（写真３、写真４）

（４）港町の今

　横浜の港町「関内地区」は、隣接す

る外国人居留地だった「山手地区」と

ともに、震災と戦災から僅かに生き

残った歴史的建築物を大切にしなが

ら、新しい街「みなとみらい２１地区」

とは対比する横浜らしさを感じさせ

る街づくりを進めています。

　広く平坦な地域に広がっている

「関内地区」には、開港以来の歴史を

踏まえた個性的な街が多くあります。

　港に面する「山下公園周辺地区」、

広い道路に大きな銀杏並木のある

落ち着いた街並みの「日本大通り地

区」、それぞれに個性的な魅力があ

る「横浜元町」「中華街」「馬車道」「伊

勢佐木モール」の商店街などです。

　これらの街が戦後の焼け野原から

接収期を経て、現在見るような姿に

なったのは昭和３０年代になってか

らのことです。

　それぞれの街は、その骨格となる

「通り」を中心にして街並みを形成し

ており、歩行者が快適に歩ける空間

整備を中心にして街づくりを進めて

きています。それぞれの街によって

その取り組み方と時期は異なります

が、時間をかけて街並みは大きく変

化をしてきました。筆者が横浜の街

づくりに取り組んでいた時は、ちょ

うどその時期と重なります。

　筆者は、横浜の街づくりから離れ

て１５年ほど経ちますが、この間も絶

え間なく街並みは変化を続けていま

す。このシリーズを書くに当たり、

久し振りに関内の街歩きをしました

が、もちろん変わっていないところ

は沢山ありますが、建物が建て替わ

り、中でも当時は無かった高層マン

ションが出現するなど街の様子は

違ってきています。街づくりを取り

巻く社会や経済の変化や、街づくり

に関わる人々の世代交代など様々な

要因によって、時代とともに街は変

化をしていきます。（写真５）

　一方の佐世保では、平地の少ない

谷戸に形成された中心市街地は、都

市の発展に伴う人口の増加により

徐々に周囲の斜面や港に近い土地に

拡がってきました。

　戦災によって市街地の多くは焼け

野原となりましたが、赤レンガ造

りの歴史的建造物は、軍の施設や水

道施設などに貴重なものが残されて

います。その数は、全国的に比較し

ても非常に多いのですが、その多く

は港周辺の米軍基地や海上自衛隊基

地、造船所の敷地内に分布しており、

市民が日常的に直接触れることは出

来ないのが残念です。

　そして、戦後の復興とともに軍転

法による土地利用の変化や国道の整

備などによって街の様子は変化をし

てきました。

　現在、中心市街地の骨格は、街を

縦断する国道３５号の「車の軸線」、そ

れに並行する商店街の「歩行者の軸

写真 3　横浜港上空から横浜の市街地を望む。画面中央のベイブリッジの上の方に、港に面

した都心部を中心に市街地が広がる。ベイブリッジの右側は「大黒ふ頭」左側は「本牧ふ頭」。

（写真提供：横浜市）

写真 4　佐世保港上空から湾周辺を望む。港に面する地区のほとんどは「米軍」「海上自衛

隊」「造船所」などの施設が配置されており、右手と右手奥に市街地が伸びている。（写真提供：

佐世保市）
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線」、そして佐世保川の「水と緑の軸

線」、この性格の異なる３本の軸線

で構成されています。

　特徴的なのは、中心市街地がコン

パクトシティを形成していることで

す。地方の中心市街地の空洞化が問

題になっている近年、この商店街は

休日やウィークデイに関わらず人通

りが多く、２５万都市では日本で一番

元気な街といわれています。

　そして近年、佐世保駅周辺地区の

再開発事業と埋め立て事業によって

街が港につながるという、佐世保の

歴史上はじめての街づくりが実現し

ています。（写真６）

　二つの港町はそれぞれに、楽しく

快適に歩ける空間づくりを中心に、

街の個性を生かしながら「港町」らし

い魅力のある街づくりを進めていま

す。（写真７）（写真８）

　そうした街づくりの歩みを振り返

りながら、まず横浜の街歩きから始

めたいと思います。
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にしわき・としお
　早稲田大学・同大学院建築学科で学んだ
後、大高建築設計事務所、武建築計画研究所
で多摩ＮＴ計画、港北ＮＴ計画、再開発計画、
観光開発計画、建築設計などに携わった。
　３６歳の時（１９７６年）、横浜市役所にアーバ
ンデザイン担当主査として招聘される。都市
デザイン室長、都市企画部長、都心部整備部
長などを歴任し、「関内地区」「山手地区」「横
浜駅周辺地区」「みなとみらい２１地区」「金沢
シーサイドタウン地区」「港北ニュータウン
地区」「市民まちづくり」「歴史を生かしたま
ちづくり」「水と緑のまちづくり」「ライトアッ
プなど都市空間演出」「デザイン都市横浜に
向けた活動」等々、２２年半に亘り横浜市の街
づくりに携わり、都市デザインの具体的な実
践活動を展開した。
　５９歳の時（１９９９年）、佐世保市役所に佐世
保市理事（都市デザイン担当）として招聘さ
れ、７年間、海と緑に抱かれた心優しい街の
都市デザインに取り組む。
　首都圏と地方との二つの自治体、コンサル
タント、事業者など、異なる立場から都市や
建築に関わり、都市デザインを実践してきた。
様々な公的委員や大学非常勤講師を歴任。講
演、論文、著書、活動成果に対する受賞など
がある。

写真 5　横浜港上空から「関内地区」周辺を望む。港に面して左側の「山下公園」「大桟橋」の

奥に「関内地区」が広がる。その左手は「山手地区」、右手は「みなとみらい21地区」画面下は「赤

レンガ倉庫」のある「みなとみらい新港地区」。（写真提供：横浜市）

写真 6　佐世保港上空から「中心市街地」を望む。中央に「JR 佐世保駅］、その左手に港に面

した「三浦地区」の新しい街「五番街」、右手の駅周辺地区より画面上に「四ヶ町」「三ヶ町」な

どの中心市街地が伸びる。「三浦地区」左手の佐世保川の対岸は米軍基地、画面下は海上自衛

隊や海上保安庁などが使用する「倉島地区」。（写真提供：佐世保市）

写真 7　横浜「象の鼻パーク」のテラスより

「みなとみらい 21 地区」方面を望む。右手

に「赤レンガ倉庫」左手に「ランドマークタ

ワー」が見える。

写真 8　佐世保「三浦地区」のテラスより、

右手が新しい街「五番街」その左手に「客船

ターミナル」が並ぶ。背後の山は西海国立公

園の「弓張岳」。


